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技能試験の En数評価によるγ線スペクトロメトリの精度向上のための課題の抽出 

Survey of the items for improvement of the gamma spectrometry by En value in the 

proficiency test. 
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1. はじめに 

2011年の東京電力福島第一原子力発電所事故以降、放射性セシウム（Cs-134、Cs-137）の測定がHPGe

検出器によるガンマ線スペクトロメトリを用いて多くの検査機関で行われている。確かな測定結果を提

供し続けるために、測定者自ら測定の精度を把握し問題があれば改善する事が必要である。 

本研究では技能試験の結果を En数（ISO/IEC 17043:2010）を用いて評価し、測定品質向上のための

課題抽出を目的とし、放射性セシウムを含む玄米を用いた技能試験を実施し、その結果を解析した。 

2. 技能試験の実施概要 

技能試験は 2015年 1月に実施し、145機関から 176件の報告値が得られた。参加者には測定結果や

測定の不確かさと共に測定に使用したソフトウェアで設定した試料の密度等の測定条件の報告を求め

た。正確に En数を評価するため、支配的な不確かさ項目と評価方法を参加者に提示し、全参加者から

不確かさの報告を得た。試料は前回技能試験（海野ほか, 2016）と同様に玄米（粒）である。 

3. 技能試験の結果 

少なくとも 1つの核種で En数の絶対値が 1よりも大きい報告は 25件あった。内訳は Cs-134だけの

場合が 14件、Cs-137だけの場合が 6件、両核種では 5件であった。En数の絶対値が 1よりも大きい

報告値と測定条件の関係を分析することで、精度改善に向けた課題抽出を試みた。 

6 件では報告した合成標準不確かさよりも各要素の標準不確かさの合成量の方が大きく、正しい合成

標準不確かさでは 2件が En数の絶対値が 1を下回った。2件は測定時間と検出器の相対効率から想定

される計数統計よりも小さい不確かさを報告した。3 件は不確かさ要素別の報告が無く合成不確かさが

5 %（k=2）程度である。校正値の不確かさは既定（2.35%）だが、1件で 1.45%としていた。この 6件

は不確かさ評価項目が不足していると考えられる。併せて 12件で不確かさ評価に問題が見つかった。 

Cs-134、Cs-137両核種について En数が 1よりも大きい 5件のうち、1 g cm-3以上の試料充填密度を

報告した報告が 3件あった。当該機関に充填密度の再検討を依頼した所、2件で密度が 1以下に訂正さ

れ、参照値と報告値の差が減少した。それに伴って En数の絶対値が 1よりも小さくなった。 

上記の通り、技能試験において En数を評価し、測定条件との関係を分析することにより、結果から

測定品質向上のための課題を抽出できた。 
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